
１　県内の縄文時代前期後半の集落

はじめに

　山形県内の縄文時代前期後半の集落跡では、大木４式期の高畠町押出遺跡、大木６式期
を中心とする寒河江市高瀬山遺跡、日本海側庄内地方の遊佐町吹浦遺跡などが主な事例と
してあげられる。縄文前期は、早期には規模も大きくなく移動的であった集落が、規模が
拡大し大型住居跡が出現する時期である。前期後半になると、集落を構成する大型住居跡
の棟数も増え、後の中期前半にみられるような広場を備えた環状構成の集落が出現するよ
うになる。
　ここでは主な県内の縄文前期後半の集落の構成と特色について、また、集落の生業活動
や祭祀遺物などについてもあわせて内容を述べたい。

押出遺跡の集落跡

　押出遺跡は、高畠町大字深沼に位置し、吉野川と屋代川の合流点付近、吉野川によって
形成された自然堤防下の泥炭地縁辺部に立地する。周囲には「大谷地」と呼ばれる泥炭の
沖積堆積層が発達している。地表下２ｍから発見された低湿地遺跡であり、縄文前期大木
４式期の集落跡である。山形県教育委員会による１～３次調査では、39棟の住居跡とさ
れる遺構と 1基の集石遺構が検出された（佐々木ほか 1990）。その後、山形県埋蔵文化
財センターによる４・５次調査では、盛土された打ち込み柱を伴う遺構について、「盛土
遺構」と呼称し、盛土遺構が４基検出されたと報告している（水戸部ほか 2014）。その
後の調査では、さらに３基の盛土遺構が検出された（図１・水戸部・木村 2017）。
　押出遺跡で確認された打ち込み柱によるマウンドをもつ遺構について、第１～３次調査
報告では平地式の「住居跡」と捉え、規模が長径３～５ｍの小型のもの、５～７ｍの規模
のもの、８ｍを超す大型のものがある事、根太状の材による施設を持つものがある事が報
告されている（図３）。また、佐藤は２箇所の窪地をはさんで３群の遺構群が存在する
が、3群は同時存在であり、マウンド状盛床・転ばし根太のあるものとない小型住居の一
部が最終段階、残った盛床や根太が無い住居で新旧段階を検討し、３段階の変遷を想定し
た（図２上・佐藤 2009）。一方水戸部は、押出遺跡の盛土や打ち込み柱を持つ遺構群に
ついて、住居跡ではなく、杭は土止めの施設であり水場の作業場的な施設を想定している
（水戸部ほか 2014・水戸部・木村 2017）。ここでは集落と捉えるのか作業場と捉える
かどうかは言及しないが、帯水しない隣接地域に主な居住域の存在の有無を含めて遺跡全
体の内容を再度検討する必要があると思われる。
高瀬山遺跡の集落跡

　山形盆地の西側、最上川の左岸の高瀬山丘陵の段丘上に立地する。高瀬山遺跡１期地点
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に前期後葉～末葉（大木５・６式期）の集落跡が確認された。平成６年から９年にかけて
（財）山形県埋蔵文化財センターによる発掘調査が行われ、延べ 53,850 ㎡が調査されて
いる（齊藤ほか 2004）。前期の遺構の多くは大木６式期である。集落跡は直径約 120 ｍ
の環状を呈する（図４）。大型の長さ 15～ 20mに及ぶ大型住居跡が 12棟、３～５ｍの
小・中形の住居跡が 37棟検出されている（図５・６）。大型住居跡は放射状に配置され
ているが、東側と西側に分布のまとまりがあるように推測される。住居と重複、もしくは
そのやや内側に土坑群が分布する。土坑群の中には墓壙が含まれる。その内側には遺構が
希薄な広場的スペースがある。中型・小型の住居群は集落南側に分布のまとまりをもつ。
このような複数の大型住居跡を放射状に配置し、中央に広場を設けるような構成は、縄文
時代中期前半に県内で認められる構成である。高瀬山遺跡の場合は、地域の拠点となる集
落の構成であるが、その他の中小規模の集落では大型住居跡を伴わないものも存在すると
推測される。

遊佐町吹浦遺跡の集落

　当遺跡は、庄内内平野の北部、遊佐町吹浦に所在し、月光川の河口域に位置する。大正
８年（1919）に発見され古くから調査されている遺跡である。昭和 26年から 28年にか
けて四次にわたる発掘調査が実施されている（柏倉他 1955）。昭和 58 年から 61 年に
かけては山形県教育委員会によって 4次にわたる発掘調査が実施された（渋谷・佐藤ほか
1984、渋谷・佐藤 1985、渋谷・黒坂 1988）。縄文前期後葉・末葉を中心とする竪穴住
居跡 48棟・土壙 334 基が確認された（図７）。竪穴住居跡の形態は長方形を基調とし、
３種類の規模がある事が指摘されている。炉跡は地床炉で、１～数基を備える。土壙はフ
ラスコ状土坑が主で、大型のものは深さ２ｍ、底部径２ｍを超える規模になるものも多い
（図８）。住居跡は高瀬山遺跡にみられる長方形状の大型住居跡とは様相を異にしている。
　住居跡は 13カ所の群に分けられ、同じ場所に何回も建て替えされながら長期間にわた
って存続していたと考えられる。集落中心部は遺構が希薄であり、「広場」を形成してい
る。

川内袋遺跡の集落跡

　川内袋遺跡は、新潟の県境に近い鶴岡市五十川に位置する。山形県埋蔵文化財センター
により、平成 19年に調査が行われた（齊藤 2012）。遺跡は早期末から前期末、中期・
後期の遺物が出土しているが、集落の主体は前期後・末葉と考えられる。竪穴住居跡は７
棟が検出され、そのうちの ST500 は長軸が 30 ｍに及ぶ大型住居跡である。調査区が道
路幅部分に限られているので、集落構成の全体像は不明であるが、大型住居と中小型住居
による構成が見られる事、段丘縁辺に住居が構築されている事、フラスコ状土坑などがま
とまって分布する領域が見られる事が指摘される。大型住居跡 ST500 は、複数の炉跡を
備え、２本一対の柱穴配置が見られる。床面が 3～４面確認された事から長期にわたって
の利用が想定される。出土土器には大木式土器が見られるが、他地域からの影響を受けた
地域色の強い土器が多く出土している。
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酒田市飛島の縄文前期集落と日本海側の交流

　酒田市沖の飛島には、縄文前期の船見沢遺跡や、前期から中期にかけての蕨山遺跡が
調査されている。船見沢遺跡では、前期末の大木６式期の方形の竪穴住居跡が２棟検出
された（齊藤 1992）。蕨山遺跡では前期初め、前期末の遺物の出土が認められる（齊藤
1993）。両遺跡とも出土する縄文土器には、山形で主に見られる大木式土器の他に、北
陸系の土器や、北東北の円筒土器が認められ、海沿いを通じて北と南の地域にわたり活発
な往来があった事がうかがわれる。また、黒曜石の産地分析の結果、信州産や新潟産と考
えられる石材が入っている事が明らかになった（パリノ・サーベイ株式会社 1993）。

２．縄文時代前期後半の生業

押出遺跡の様相

　1990 年の報告と、その後の分析において（佐々木ほか 1990・富岡 2009）動物骨の出
土が報告されている。食料として利用されたものと思われる。魚類では、ウグイ属（地方
名は「はや」)、サケ科の椎骨が５点出土した。サケやサクラマスに相当する可能性が考
えられる。押出遺跡でも秋季に河川を遡上するサケを積極的に利用していた可能性は高い
ものと思われる。また、集石遺構からは鹿角製ヤスが出土しており、漁具として利用され
ていたものと考えられる。動物骨では、シカ、イノシシ、鳥類（種類不明）が出土してい
る。シカ、イノシシが最も頻度が多い。他にマルタニシが出土している。
　植物性の遺物としては、クリ、クルミの出土が多く、クルミは１～３次調査で約 80箱
が出土している。植物質の食料としてはこの２つの利用が主であったと推測される。この
他、カヤ・ヒメビシ・オニバス・コウホネ・ニワトコ・ヤマボウシ・ブドウ属が出土して
いる（佐々木ほか 1990）。第４・５・６次調査ではヤマブドウ・ヤマモモ・ササゲ属ア
ズキ亜種・カラスザンショウ・ジュンサイ・エゴマ・シゾ属などが新たに確認された（水
戸部ほか 2014、水戸部・木村 2017）。
　押出遺跡から出土したクッキー状炭化物は、その内容物に動物性のものや植物性のもの
などが多様に含まれるものと推測された事もあったが、窒素・炭素安定同位体分析により
異なった見解が示された（國木田ほか 2009）。分析では、C3植物の範囲で C3堅果類の
範囲に含まれる事、動物質の物は含まれていない事が明らかになった。一方、押出遺跡の
土器付着物（炭化物）は、C3植物や動物性由来の物が含まれているという結果が得られ
ている。土器による調理では植物質、動物質などの多様な食材を調理していた事に由来す
るものであろう。
　
吹浦遺跡の様相

　吹浦遺跡では、1955 年の報告で、洞窟内（土坑と思われる）、A地区、B地区の住居
跡とその周辺にヤマトシジミを主とする小貝塚が六ヶ所ほど発見された。この貝塚や周辺
の包含層中から食料として持ち込まれた動物遺体が出土している。（長良ほか 1955）、
爬虫類（イシガメ）、鳥類（サギ科）、哺乳類（イノシシ・ニホンジカ・クジラ類）、貝
類では 13種類が出土しており、そのうちの多くはヤマトシジミである。ヤマトシジミは
海浜に注ぐ砂泥性の河口で多少潮のさす環境に多く棲む。また骨鏃と考えられる骨角器が
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出土している。
　山形県調査の第２・４次資料では、ヤマトシジミ、ニホンジカ、ヒダリマキマイマイが
出土した（渋谷・佐藤 1985、渋谷・黒坂 1988）。
　魚類の出土報告が無いが、遺存状況によるか調査精度の問題もあると思われる。
　植物質の遺物としては、オニグルミ、クリ、ケヤキ、コナラ、シナの木の一種が出土し
ている（長良ほか 1955）。吹浦遺跡の石器組成では、磨石類が６割近くを占め、狩猟具
などよりも優勢である。また、フラスコ状土坑も他遺跡と比べ、規模や数量が卓越してい
る。さかんに堅果類や根菜類を活用していた事がうかがわれる。

３．縄文前期後半の祭祀と遺物

　縄文時代前期後半では、縄文時代に一般的に作られていた土偶や石棒といった祭祀遺物
が定着してゆく時期となる。
　土偶は、女性的な特徴が表現された豊穣や子孫繁栄を願い製作されたと考えられてい
る。県内で確認されている遺跡は他地域よりも遅く、縄文前期初めの上荒谷遺跡が現時点
での最も古い事例である（図９上）。その後、前期前葉や中葉にかけて土偶を出土する遺
跡はほとんど認められず、押出遺跡でも土偶の出土は報告されていない。
　土偶が複数個体まとまって出土しているのは、高瀬山遺跡である（齊藤ほか 2004）。
当遺跡の土偶は大木５～６式期になると考えられる。頭部、腕の表現は見られるが、目・
鼻などの表現や脚の表現は見られない（図９右下）。また、同時期の吹浦遺跡では土偶は
出土しておらず、地域的な要因も関係しているものと思われる。
　石製祭祀遺物としては、石棒や異形石器、岩版などがある（図２下・図９）。石棒は男
性性器を模した遺物であり子孫繁栄などの意図を込めて製作されたものと推測される。県
内では、前期前半の遺跡でも確認されているが、この時期の数量は限定的で普遍的な道具
であったのかは疑問である。押出遺跡では小型石棒が出土している。前期後葉・末葉の高
瀬山遺跡では、石棒は大型化し、出土数量も増えている。石棒の他に石剣なども認められ
る。日本海側の吹浦遺跡でも大型の石棒が出土している。川内袋遺跡でも、石棒、石剣が
認められ、その他に北東北に主に認められるカツオブシ形石製品が出土している。異形石
器は、押出遺跡では極めて出土点数が多く、形態も多様である。
　図 10に縄文時代前期の耳飾り、石製垂飾品を示した。耳飾りでは玦状耳飾が一般的に
見られ、他に管玉や丸玉類がある。その他、斧状の石製品なども伴う。
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図１　押出遺跡遺構配置図（水戸部・木村 2017）
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図２　押出遺跡遺構の集落変遷図（佐藤ほか 2009）・４～６次調査出土祭祀具、装身具（水戸部ほか 2012、水戸部・木村 2017）
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図３　押出遺跡遺構の住居跡（佐藤ほか 2007）



図４　高瀬山遺跡遺構配置図（齊藤ほか 2004）
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図５　高瀬山遺跡 ST1341 大型住居跡（齊藤ほか 2004）
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図６　高瀬山遺跡の中・小型住居跡と墓壙（齊藤ほか 2004）
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図７　遊佐町吹浦遺跡遺構配置図（佐藤ほか 2009）
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図８　遊佐町吹浦遺跡の遺構と出土遺物
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（S ＝ 1：80）

（S ＝ 1：６）

（S ＝ 1：３）

（S ＝ 1：80）

（S ＝ 1：8）SK920 土坑出土

ST1150・1151 住居跡



14

図９　山形県内の縄文時代前期の祭祀具（菅原 2009）
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８

図 10　山形県内の縄文時代前期の装身具（菅原 2009）






















